
第２５回和歌山県花いっぱいコンクール 入賞者紹介②

学校の部　優秀賞（議長賞）　　みなべ町立高城小学校

花づくりや花壇の管理は誰がどのように行っていますか

ご近所や関係者の反応はどうですか、またどのような交流が拡がっていますか

 放送・栽培委員会は「心の中に花一輪」の合い言葉で、四季折々の花を育て

ています。育てたい花の種をカタログで選び、一粒一粒プラグトレイの１マス

１マスに丁寧に蒔きます。小さな小さな種が発芽し、成長し、そして立派な花

をいくつも咲かせる植物の営みを見て、生命の尊さを学習するとともに、日頃

の水やりのお世話を通して辛抱する力、責任感なども育てています。一年を通

して花を育てることにより、優しい心、きれいな心、粘り強い心が育つように

活動しています。自分たちの手で種を蒔いて育てる楽しさは格別です。

 昨年の６月に学校が再開してから委員会活動として、学校の児童と職員の誕

生日に、誕生花・花言葉を放送しました。「○月○日、今日のお誕生日は○○

さんです。誕生花は○○で、花言葉は○○です。お誕生日おめでとうございま

す」と…。子供達は自分の誕生花や花言葉を知ることができました、そして、

掲示板にも、その月の花と花言葉を書き、花の写真と共に掲示をしました。全

校のみんなにもっと花に関心を持ってほしいし、高城小学校の花はどの花も私

達の心の中にあり、心の中に希望の花を咲かせてくれます。みんな1人1人に、

心の中に花一輪を咲かせてほしいです。


